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国境を越えて  ～あの日、私たちは

オーストラリアの空を見上げた～

　今年で 27 回目の「ゆめっく 21 ジュニア海外派遣事業」。オーストラリアニューサウスウェールズ
州トゥイードヘッズ市に派遣された 6 人の研修レポートをお伝えします。
　私たち、由仁中学校 2 年生の 6 人（窪田啓士、山口はるな、下元果鈴、下元鈴音、山田優菜、山本美帆）
は「ゆめっく 21 ジュニア海外派遣事業」の団員として７月 21 日から 30 日までの 10 日間、トゥイー
ドヘッズ市で研修してきました。
　由仁町を出発し約１日をかけて到着すると、ホームステイファミリーに温かく迎えられて、研修が
始まりました。7 月 22 日から現地の「Lindisfarne Anglican Grammer School」（リンディスファー
ン・アングリカン・グラマースクール）という学校に登校しました。学校では現地の生徒と同じ授業
を受けました。
　英語での会話が上手くいかないため、相手が何を言っているのかわからず、戸惑ったりもしましたが、
日を追うごとに緊張も和らぎました。アニメ、漫画など日本にもあるものや、共通の趣味などで話が
できたので、とても話しやすかったです。英語は難しくても、身振り手振りを使ったりして、何とか
伝えようとしました。現地の生徒も翻訳機を使ってくれたり、とても優しかったです。
　ホストファミリーはとても温かく、私たちの話を親身になって聞いてくれたり、とても気遣ってく
れたりしました。オーストラリアでの生活を今こうして話せるのは、常に支えてくれたホストファミ
リーのおかげです。私たちにもう一つの家族が増えたような感覚でした。
　私たちは、この事業で「積極的に話す」ことの大切さ、異国の文化の良いところなど、多くのこと
を学びました。私たち 6 人は、この事業で学んだことを、後の世代の人に伝えると共に、これからの
人生の糧にしたいと思っています。

★学校での生活　クラスの人たちは初日に自己
　紹介をしてから、とても興味を持って話しか         
　けてくれました。英語での会話だったので
　分からないことも多々ありましたが、 ジェス        
　チャーで教えてくれました。昼休みや中休み
　に校庭でゲームをしたり、一緒に昼食を食べ
　たりしました。
★驚いたこと	　現地で一番驚いたことは、授業
　で使う道具です。すべての授業でタブレット
　を使い授業することです。また、中休みにも
　ご飯を食べることにも驚きました。
★苦労したこと　一番苦労したことは、やはり
　言葉の違いです。学校でもホームステイ先で

★日本と違う学校生活　オーストラリアの学校
　に着くと、校門の前に毎日、３～４人の先生
　が立っていて、挨拶をしてくれました。私た
　ちが通わせていただいた学校は小中高一貫校
　だったので、たくさんの学年の生徒と交流す
　ることができました。私が学校生活で特に注
　目した所は制服です。私たちが行った季節は
　冬でしたが、半袖のワイシャツを着ていまし
　た。何よりスカートが太ももくらいの長さで
　ビックリしました。
★ホームステイ先　ホームステイ先のお家を
　見たときは「大きいな」と思いました。自
　分が海外映画の世界に飛び込んだかのように
　感じました。私がステイした家族は、通って
　いた学校の校長先生でした。家族構成はお                                
　父さんとお母さん、16 歳のお姉さんに 11 歳

　も、緊張で言っていることがわからなかった
　りしましたが、ホストファミリーやクラスメ
　イトは優しく気遣ってくれたり、極力日本語
　で話してくれたりしてくれました。
★感想　オーストラリアと日本、それぞれの良
　いところが学べてよかったです。英語が苦手
　でも、とても楽しく過ごせました。本当に楽
　しかったです。

　の男の子のホストスチューデントでした。ス
　テイ先では、私を本当の家族のように扱って
　くれて安心できました。コミュニケーション                                                                                   
　を取ることは大変でしたが、 単語でも伝わる
　ことが分かりました。ホストのお姉さんがた
　くさん話かけてくれて英語を教えてくれた             
　り、 ゲームをしたりしてくれて心が温かくな
　りました。
★感想　現地の方はとても温かく優しかったの
　で、救われました。機会があるならもう一度
　行きたいです。

窪田  啓
け い じ

士

山口  はるな

ゆめっく21ジュニア海外派遣事業
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ゆめっく21ジュニア海外派遣事業

★ホームステイ先　私のホームステイ先の家族
　はファザー、マザー、同じ年の女の子、小学
　生の男の子２人の５人家族でした。ファザー
　は日本に来たことがある方で「ありがとう」
　など日本語を話してくださりとても優しい方
　でした。マザーは毎日ごはんを作ってくれま
　した。私はマザーが作ってくれたパスタが好                                                      
　きです。同じ年の女の子とは一緒に折り紙で
　かえるやこまを作って遊びました。男の子は              
　ゲームが好きな子だったので、マリオゲー                          
　ムを一緒にしたり、ドラゴンボールのゲーム
　を見せてくれました。みんな本当に優しい方
　で私を温かく迎えてくれました。私がお土産
　として持って行った「日本」と書いたＴシャ
　ツをファザーが最後の日に着てくれて、また
　この家族と会いたいなと感じました。
★楽しかった学校生活　オーストラリアの生活
　で特に楽しかったのは学校生活です。学校生                                                                                         
　活１日目は動物園に行き、コアラを見たり、

★ホームステイ先　ホストファミリーの家に     
　行って一番驚いたことは、家がとても広く、
　プールやトランポリンがあってとてもビック
　リしました。私が借りた部屋もとても広く、
　大きなベッドもありました。日本と違う環境
　にとても緊張しました。
★オーストラリアでの食事　私のホストマザー
　はとても料理が上手で、毎日美味しいご飯が
　出てきました。ホストマザーがタイ米やお箸
　を出してくれたので日本に近い食事が出来ま
　した。
★日本と違う学校生活　オーストラリアの学校
　に行く前に、オーストラリアの子と仲良くで
　きるか、言葉が通じるかなど、たくさんの不

★オーストラリアでの放課後と休日　私はトラ
　ンポリン場に連れて行ってもらいました。ト
　ランポリン場では、店員さんが頑張って日本
　語で跳び方を説明してくれました。初めてト
　ランポリンをした私のために店員さんが一緒
　に跳びながら教えてくれました。そして、休
　日はバーベキューをしました。バーベキュー
　は川の近くでしたので、川でエビを捕まえた
　り、魚釣りをしました。魚は釣れませんでし
　たがエビが３匹もとれて、ゴアナというトカ
　ゲが大きくなったような生き物も見ることが
　できました。その後はサーフィンをしました。
　初めての体験だったので最初は海に落ちてば
　かりでしたが、ホストファザーが英語でたく
　さんアドバイスをしてくれて、最後にはサー
　フィンができるようになりました。アドバイ

★学校生活　私が 5 日間通った学校は、私立              
　の小中高一貫校でした。この学校では自分
　で受けたい授業を選べました。私のバディは                                                                                      
　ジョージアといって 16 歳の女の子でした。
　とても日本が好きで、覚えている日本語を                                             
　使って私によく話しかけてくれました。学校
　ではバレエや演劇など日本にはない授業があ
　り、とても楽しかったです。学校で一番驚い
　たことはランチをいつどこで食べてもよかっ
　たことで、私たちはよくロッカールームで食
　べていました。また、５・６年生にけん玉を
　教えましたが、言葉が通じないし、なんて言
　えばいいのか分からなくて大変でした。登校
　最後の日に歌を披露してくれました。とても
　素敵な歌声でした。
★ホームステイ先　私のホストファミリーはお
　父さん、お母さん、姉妹の 4 人家族でした。

　自分の手でカンガルーに餌をあげたりと日本
　ではできないことを体験でき、日本との違                     
　いを見つけることができました。２日目から
　はバディーの子と一緒に授業を受け、お昼休
　みはみんなで弁当を食べたり、オーストラリ
　アのスポーツを見たりしました。一緒に写真
　を撮ったり、話したりしてたくさん思い出が
　できました。
★英語　初日は全然聞き取ることができません
　でしたが日に日に聞き取れるようになりまし
　た。そして、自分から話しかけることが大切
　だと思いました。自分から話しかけると相手
　も話してくれて、その会話が私の思い出とな
　りました。

　安がありましたが、学校に行ってみるとみん
　な親切にしてくれて、話すときもアイパッド
　などを使って翻訳してくれました。とても優
　しい人たちでした。
★感想　最初はとても不安だったけど、みんな
　私に優しく接してくれて、すごく充実した                              
　10 日間でした。オーストラリアに行ってか
　ら苦手だった英語も好きになりました。私は
　すごく良い経験ができました。

　スも英語だったので何を言っているのか分か
　らないこともありましたが、ゆっくり話した
　り、簡単な単語で話してくれたので理解する
　ことができ、表情や身体で表現するだけで通
　じ合えるということが分かりました。
★オーストラリアの食生活　オーストラリアで
　は１日で５回も食事をしました。オーストラ
　リアは食事の量が多いと聞きましたが回数が
　多くて驚きました。
★感想　日本ではできない体験ができて、とて
　も良い時間を過ごせました。

　初めて会ったとき、とても緊張してしまって
　なかなか会話が続かなく、とても気まずかっ
　たですが、ホストファザーに日本語で「こん
　にちは優菜、今日はとて も天気がいいね」と
　言われて少しリラックスできました。私の   
　ホストファミリーは乗馬させてくれたり、海
　に行ったり、大きなスーパーに行ったりしま
　した。レストランに行ったとき、ホストファ
　ザーの友人とご飯を食べました。その人の職
　業はピエロで驚きました。私のホストファミ
　リーは優しくて、失敗ばかりの私を慰めてく
　れました。オーストラリアは私の故郷です。

下元  果
か り ん

鈴

山本  美
み ほ

帆

下元  鈴
す ず ね

音

山田  優
ゆ う な

菜
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一
日
で
も
早
い
復
旧
を
願
い

　

こ
の
度
の
災
害
で
、
当
町
に
お

い
て
も
、
多
数
の
風
倒
木
被
害
や

地
盤
沈
下
が
発
生
し
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
が
、
災
害
直
後
か

ら
各
方
面
の
方
々
に
温
か
い
お
言

葉
、
ご
支
援
を
多
数
い
た
だ
き
ま

し
た
。
一
日
も
早
く
被
害
を
回
復

で
き
る
よ
う
、
鋭
意
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
団
体
で
は
、
被

害
の
大
き
か
っ
た
地
域
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
被
災
地
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

赴
い
た
団
体

由
仁
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

９
月
11
日
と
12
日
、
由
仁
町
社

会
福
祉
協
議
会
は
、
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
で
避
難
所
と
な
っ
て
い

る
安
平
町
追
分
公
民
館
と
早
来
町

民
セ
ン
タ
ー
で
焼
鳥
を
提
供
し
ま

し
た
。

由
仁
町
職
員

　

９
月
13
日
と
14
日
、
各
日
11
人

の
町
職
員
を
む
か
わ
町
に
派
遣

し
、
む
か
わ
町
本
庁
舎
、
穂
別
支

所
に
分
か
れ
、
避
難
所
の
ダ
ン
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
の
作
成
や
健
康
状
態
の

チ
ェ
ッ
ク
、
り
災
証
明
書
の
発
行

事
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
３
日
か
ら
７
日
ま

で
、
２
人
の
職
員
を
安
平
町
（
早

来
総
合
庁
舎
）
に
派
遣
し
、
り
災

証
明
書
の
発
行
事
務
に
従
事
し
ま

し
た
。
派
遣
先
の
職
員
の
方
か
ら

「
忙
し
い
と
こ
ろ
応
援
に
来
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

由
仁
町
商
工
会

　

９
月
20
日
、
由
仁
町
商
工
会
が

町
内
の
団
体
に
声
を
か
け
、
地
震

で
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
厚
真
町

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
も
つ
煮

込
み
と
ホ
ル
モ
ン
ザ
ン
ギ
を
避
難

者
に
提
供
し
ま
し
た
。

　

提
供
を
受
け
た
方
は
「
レ
ト
ル

ト
食
品
じ
ゃ
な
い
温
か
い
手
料
理

が
お
い
し
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

由
仁
町
赤
十
字
奉
仕
団

　

９
月
21
日
、
由
仁
町
赤
十
字
奉

仕
団（
委
員
長　

木
野
知
洋
子
）は
、

地
震
で
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
安

平
町
早
来
町
民
セ
ン
タ
ー
で
炊
き

出
し
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
活
動

に
参
加
し
た
奉
仕
団
員
13
人
は
、

被
災
地
の
み
な
さ
ん
を
少
し
で
も

元
気
づ
け
た
い
と
、
お
に
ぎ
り
と

豚
汁
を
避
難
者
に
提
供
し
ま
し
た
。

由仁町社会福祉協議会

三川保育園前道路復旧工事

由仁町商工会由仁町赤十字奉仕団

由仁町職員

　
台
風
21
号
お
よ
び
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
に
関
し
て
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
感
謝
の
意
を
込
め
て
、
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
台
風
に
よ
る
倒
木
を
撤
去

▽
９
月
５
日
、
由
仁
町
高
齢
者
事
業
団

　

に
、
由
仁
コ
ア
パ
ー
ク
の
倒
木
を
撤

　
去
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
９
月
15
日
、
㈲
亀
田
商
事
と
栄
進
工

　

業
㈱
に
、
ゆ
め
っ
く
館
と
三
川
町
民

　
運
動
場
の
倒
木
を
撤
去
し
て
い
た
だ

　
き
ま
し
た
。

▼
給
食
の
食
材
を
提
供

▽
９
月
10
日
に
片
桐
義
則
さ
ん
（
新     

　

光
）、
９
月
11
日
に
前
田
泰
志
さ
ん

　
（
江
別
市
）
か
ら
、じ
ゃ
が
い
も
20
㎏
、

　

玉
ね
ぎ
10
㎏
、
さ
つ
ま
い
も
10
㎏
、

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
３
㎏
、
そ
の
ほ
か
様
々

　
な
食
材
を
由
仁
保
育
園
に
寄
贈
し
て

　
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
９
月
13
日
、
田
中
範
之
さ
ん
（
中
三

　

川
）
か
ら
じ
ゃ
が
い
も
90
㎏
、
キ
ャ

　
ベ
ツ
32
㎏
、ご
ぼ
う
12
㎏
、か
ぼ
ち
ゃ

　

26
㎏
を
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈

　
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
災
害
義
援
金
の
寄
附

▽
10
月
４
日
、
由
仁
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

　

ブ
（
会
長　

伊
部
隆
幸
）
か
ら
災
害

　
義
援
金
と
し
て
５
万
円
を
寄
附
し
て

　
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
10
月
19
日
、
㈱
チ
ュ
プ
チ
ニ
カ
（
代

　

表
取
締
役　

長
田
和
徳
）
か
ら
災
害

　
義
援
金
と
し
て
10
万
円
を
寄
附
し
て

　
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
災
害
に
対
す
る
ふ
る
さ
と
納
税

▽
全
国
の
方
々
か
ら
温
か
い
支
援
を
い

　
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▽
寄
附
受
付
額
（
10
月
17
日
現
在
）

　
74
件　
９
８
０
、０
０
０
円

ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

▽由仁保育園に寄贈された野菜
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ま ち か ど ＮＥＴ ＷＯＲＫ 30

　10 月 18 日、人権擁護委員を平成 24 年か
ら６年にわたって務められた渡辺俊直さん（中
央）に感謝状が伝達され、札幌法務局岩見沢
支局長から慰労のことばが送られました。

　10 月８日、ゆっくり由仁ウォーキング
が開催されました。町内外から参加した
親子連れなど 80 人が、約５㎞の三川薫風
ウォーキングロードを、色づいた田園の
景色を楽しみながら歩きました。ウォー
キング後には、町の保健師による低塩食
品の話がありました。
　同日、由仁町赤十字奉仕団（委員長  木
野知洋子）による炊き出し訓練が、健康
元気づくり館と三川あかり館で行われま
した。奉仕団員 13 人が参加し、おにぎり
と豚汁がゆっくり由仁ウォーキングの参
加者にふるまわれました。

　10 月 21 日、第５回ＷＥＡＶＥハロウィ
ンカーニバルが文化交流館で開催されま
した。会場には、おばけかぼちゃや魔女
に仮装した親子連れなどが多数訪れ、か
ぼちゃの重量当て、かぼちゃ輪投げなど、
工夫を凝らした手作りのアトラクション
を楽しんでいました。
　また、会場ではＷＥＡＶＥで作る乾燥
野菜とかぼちゃのカレーやスープ、新鮮
野菜が販売され、多くの来場者で賑わっ
ていました。

人権擁護委員
渡辺さんに感謝状

ゆっくり由仁ウォーキング
赤十字奉仕団炊き出し訓練ＷＥＡＶＥ

ハロウィンカーニバル

10/8

　10 月 14 日、由仁町陸上競技協会主催の、
由仁町健康ロードレースが行われました。親
子で走る１㎞から 10㎞走の８レースに 60 人
のランナーが出場。三川会館をスタートし、
自己記録や大会記録更新を目指し全員が無事
完走しました。

　町議会第３回定例会において、浅井徹照さ
ん（三川錦町）の教育委員再任が同意されま
した。任期は平成 30 年 10 月１日から平成
34 年９月 30 日までの４年間です。

　10 月 15 日から 31 日まで、秋の火災予防
運動が行われました。10 月 15 日にはホクレ
ンショップ由仁店前などで、由仁消防団と由
仁町女性防火クラブのみなさんによる火災予
防街頭啓発が行われ、鉢植えの防火花を配布
して「火の用心」を呼びかけました。

第 22 回
由仁町健康ロードレース

浅井教育委員を再任
「火の用心」を呼びかけ
防火花配布

10/1410/15

10/21

10/18 10/1
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由仁町民としての生活がスタート

石塚  あゆみ
E-mail　ayuni.kyoryoku

@gmail.com

第47号

隊員だより
由仁町
地域おこし協力隊

10 月上旬に印象的だった
たくさんのアキアカネ

（画  石塚あゆみ）

　地域おこし協力隊として就任してから、早いもので 1 か月
が経ち、由仁町での生活にも少しずつ慣れてきました。どこへ
出かけても景色の素晴らしさに思わず足を止め、シャッターを
切ってしまう今日この頃。本州との気温差に驚きつつ、毎朝起
きる度にやっぱり空気がおいしいなぁとしみじみ感じていま
す。
　そんな中、南空知消防組合由仁支署で行われた三川保育園消
防見学の取材に同行させていただき、寒さの中でも元気いっぱ
いの子供たちにこちらも笑顔になりました。また、町内を散策
すれば「広報見たよ」と笑顔で声をかけていただくことがあり、
みなさんの温かい心遣いに大変感激しております。
　現在は、由仁町役場と由仁町移住交流支援センターを拠点に
活動していますが、今後は由仁を知っていくためにどんどん外
へ出ていこうと考えています。増々みなさんと遭遇する機会が
増えると思いますが、その際はどうぞよろしくお願いします。

ゆにガーデン
秋のコスモス

（画  石塚あゆみ）

霧雨の中でひっそりと佇む由仁神社。
休日、由仁町散策をしていて偶然辿り着きました。

　ＪＲ駅前広場の花壇に咲く綺麗な花々や、清掃されたトイレ。ＪＲ駅を少しでも快適に利用して
もらおうと、町内の各駅で美化活動や清掃活動を行っている方々がいます。私たちは普段何気なく
駅を利用していますが、その快適性は多くの方々の善意によって支えられています。ＪＲに乗車す
る支援もありますが、このような取り組みもＪＲを支援する方法のひとつです。

　由仁町赤十字奉仕団は、昭和 44 年から
駅のトイレや周辺の清掃活動に取り組んで
います。現在は、いちい会もポッポ館のト
イレ掃除を行っています。また、平成５年
からポッポ館前の花壇整備にも取り組んで
います。

　由仁創生会は平成 27 年より毎年、ＪＲ
古山駅周辺で、草刈りや花壇整備などの環
境保全活動を行っています。

　由仁町赤十字奉仕団は、三川駅の清掃活
動も行っています。

　川端交楽会は昭和 56 年から 37 年にわ
たり、川端駅の美化活動や駅前広場の花壇
にベゴニアやマリーゴールドなどの植栽を
行っています。植えられた花は駅に停車す
る夕張方面の列車から見えるため、利用客
からも話題になっています。
　これらの活動が評価され、10 月 11 日、
川端交楽会がＪＲ北海道社長表彰を受賞し
ました。川端交楽会会長の庄司さんは「先
輩たちの意思を受け継ぎながら活動を続け、
後輩たちへ繋げていきます」と話しました。

ＪＲ川端駅

ＪＲ古山駅

ＪＲ由仁駅（ポッポ館）

ＪＲ三川駅

未 来 に 続 く 公 共 交 通
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み
ん
な
で
つ
く
る

北
海
道
１
５
０
年
事
業

日
時　

11
月
18
日
㈰　

13
時

　

～
16
時
10
分

場
所　

岩
見
沢
市
民
会
館
ま

　

家
族
や
職
場
で
身
近
な
人

の
心
の
不
調
に
気
づ
い
た
り

相
談
を
受
け
た
と
き
、
理
解

し
支
え
る
た
め
の
基
本
的
な

姿
勢
や
話
の
聞
き
方
を
専
門

の
医
師
に
学
び
ま
す
。
誰
に

で
も
起
こ
り
得
る
心
の
不
調

に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

平
成
31
年
１
月
３
日

　

㈭　

13
時
30
分
～

場
所　
文
化
交
流
館

該
当
者　

平
成
10
年
４
月
２

　

日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１

　

日
ま
で
の
出
生
者
で
、
由

　

仁
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て

　

い
る
こ
と
。

※
該
当
者
に
は
11
月
末
に
ハ

　

ガ
キ
で
ご
案
内
し
ま
す
。

そ
の
他　

進
学
、
就
職
、
結

　

婚
で
由
仁
町
以
外
に
住
ん

　

で
い
て
も
、
事
前
に
申
し

　

込
み
が
あ
れ
ば
参
加
で
き

総務課
☎８３-２１１１
住民課 税務
☎８３-３９０２
住民課 環境・交通
住民課 戸籍・国保
☎８３-３９０３
教育課
☎８３-３９０４
地域活性課
☎８３-２１１２
農業委員会事務局
☎８３-２１１３
産業振興課
☎８３-２１１４
建設水道課 上下水道
☎８３-２１１５
建設水道課 土木・建築
☎８３-２１１６
保健福祉課

（健康元気づくり館内）
☎８３-４７５０
町立診療所
☎８３-２０３１
老健ひだまり
☎７６-７７３５
南空知消防組合由仁支署
☎８３-２３８８

市外局番（0123）

電 話 番 号 一 覧

暮
ら
し
の

-Information-

報
情

行
事

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
・
町
道
民
税
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に

▼
納
付
し
た
金
額
が
社
会
保

　
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

申
告
で
き
る
金
額
は
、
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
で
す
。

　

申
告
に
は
、
納
付
額
を
証

明
す
る
控
除
証
明
書
を
申
告

書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
「
国
民

お
一
人
お
一
人
、
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に

思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く

日
」
と
し
て
、
11
（
い
い
）

月
30
（
み
ら
い
）
日
を
「
年

金
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
や
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
で
、
ご
自
身
の
年

金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
額

を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設

計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
い
つ
で

も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確

認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、

年
金
記
録
を
も
と
に
様
々
な

パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
「
ね
ん
き

　

平
成
30
年
分
の
年
末
調
整

事
務
お
よ
び
源
泉
徴
収
票
等

作
成
要
領
な
ど
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
20
日
㈫　

14
時

　

～
16
時

場
所　
健
康
元
気
づ
く
り
館

必
要
書
類　

対
象
事
業
者
に

　

は
税
務
署
か
ら
必
要
書
類

　

が
送
付
さ
れ
る
の
で
、
持

　

参
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ

　

い
。

※
申
告
書
な
ど
の
不
足
分   

　

は
、
当
日
会
場
で
配
布
す

ん
ネ
ッ
ト
」
で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。（http://w

w
w.

nenkin.go.jp/n_net/

）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
苦
手

な
方
に
は
、
住
民
課
窓
口
で

年
金
加
入
記
録
の
情
報
を
印

刷
し
た
も
の
を
お
渡
し
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん

　

き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ

　

ヤ
ル

☎
０
５
７
０—

０
５
８—

５
５
５

問
岩
見
沢
年
金
事
務
所
国
民

　

年
金
課

☎
０
１
２
６—

22—

５
８
０
４

問
住
民
課
戸
籍
・
国
保
担
当

国
民
年
金
情
報

11
月
30
日
は

「
年
金
の
日
」
で
す
！

年
末
調
整
等
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

第
71
回
由
仁
町
成
人
式

障
が
い
者
理
解
促
進

講
演
会

講
演
会
の
お
知
ら
せ

▼
控
除
証
明
書
は
11
月
上
旬

　
に
送
付
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
額
の

「
控
除
証
明
書
」
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
11
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。
証
明
の
内

容
は
、
平
成
30
年
１
月
１
日

か
ら
10
月
１
日
ま
で
に
納
付

さ
れ
た
額
と
、
年
内
に
納
付

が
見
込
ま
れ
る
額
で
す
。

　

今
年
は
じ
め
て
の
納
付
が

平
成
30
年
10
月
２
日
以
降
の

方
に
は
、
来
年
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

▼
家
族
分
の
国
民
年
金
保
険

　
料
も
控
除
の
対
象
で
す

　

配
偶
者
や
お
子
さ
ん
の
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
は
、
そ
の
納
付
額
の
全

額
が
納
付
し
た
方
の
控
除
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
自
身

の
保
険
料
額
と
合
算
し
て
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場

合
、
家
族
分
の
納
付
額
を
証

明
す
る
控
除
証
明
書
の
添
付

が
必
要
で
す
。

▼
保
険
料
は
年
内
納
付
で

　
対
象
に
な
り
ま
す

　

控
除
の
対
象
は
、
今
年
中

に
納
付
し
た
保
険
料
の
た

め
、
今
か
ら
年
末
ま
で
に
納

付
す
る
保
険
料
も
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

　

過
去
に
滞
納
が
あ
る
方

も
、
年
末
ま
で
に
納
付
す
れ

ば
、
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
納
付
忘
れ

の
国
民
年
金
保
険
料
が
な
い

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
控
除
証
明
書
が
届
か
な
い

　
と
き

　

平
成
30
年
中
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
の

に
控
除
証
明
書
が
届
か
な
い

場
合
や
、
控
除
証
明
書
を
な

く
し
た
場
合
は
、「
ね
ん
き

ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ    

　

ヤ
ル

☎
０
５
７
０—

０
０
３—

０
０
４

税
・
年
金

- Information-暮らしの 情 報

　

ま
す
。
な
お
、
準
備
の
都

　

合
上
、
12
月
14
日
㈮
ま
で

　

に
教
育
課
社
会
教
育
担
当

　

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
以
降
の
申
し
込
み
の

　

場
合
、
当
日
配
布
の
名
簿

　

に
氏
名
を
記
載
で
き
ま
せ

　

ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

な
み
ー
る
（
岩
見
沢
市
９

　

条
西
４
丁
目
）

講
師

▽
前
月
形
町
長　

櫻
庭
誠
二

　

氏　
「
樺
戸
集
治
監
と
北

　

海
道
開
拓
」

▽
元
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

　

ズ
コ
ー
チ　

白
井
一
幸
氏

　
「
人
を
育
て
る
コ
ー
チ
ン
グ
」

料
金　
無
料

問
空
知
測
量
設
計
業
協
会　

　

講
演
会
実
行
委
員
会

☎
０
１
２
６—

25—

２
１
１
３

日
時　

11
月
30
日
㈮　

18
時

　

～
19
時
30
分

場
所　
健
康
元
気
づ
く
り
館

テ
ー
マ　

こ
こ
ろ
の
不
調
に

　

気
づ
き
、
見
守
り
、
支
え

　

る
た
め
に
（
仮
題
）

講
師　

ポ
ロ
ナ
イ
ク
リ
ニ
ッ

　

ク　

医
師　

高
塚
直
裕
氏

料
金　
無
料

問
保
健
福
祉
課
高
齢
・
障
が

　

い
担
当

　

る
の
で
書
類
の
確
認
を
お

　

願
い
し
ま
す
。
書
類
の
配

　

布
枚
数
は
、
各
事
業
所
か

　

ら
税
務
署
に
報
告
し
た
人

　

数
を
も
と
に
配
布
さ
れ
て

　

い
ま
す
。

問
岩
見
沢
税
務
署

☎
０
１
２
６—

22—

９
５
５
５
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- Information-暮らしの 情 報

消
防

光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
変
更

は
、
内
容
を
よ
く
理
解
し
て

か
ら

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
よ
り

　

契
約
中
の
大
手
通
信
事
業

者
Ａ
を
名
乗
る
電
話
が
あ

り
、「
光
コ
ラ
ボ
の
案
内
。
今

よ
り
千
円
ほ
ど
安
く
な
る
」

と
勧
誘
さ
れ
た
。
Ａ
社
の
プ

ラ
ン
変
更
だ
と
思
い
手
続
き

を
し
た
ら
、
別
会
社
と
の
契

約
に
な
っ
て
い
た
。（
60
歳

代
男
性
）

注
意
事
項

▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
か
ら
光
回

　

線
を
借
り
受
け
た
「
光
コ

　

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業  

　

者
」
の
参
入
が
増
え
て     

　

い
ま
す
が
、
こ
の
事
業
者

　

と
の
契
約
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

　

日
本
と
の
契
約
で
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。

実
施
期
間　

11
月
11
日
㈰
～

　

11
月
20
日
㈫

運
動
の
重
点

▽
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▽
凍
結
路
面
な
ど
の
ス
リ
ッ

　

プ
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
住
民
課
環
境
・
交
通
担
当

正
し
い
１
１
９
番
通
報
と
は

　

１
１
９
番
に
ダ
イ
ヤ
ル
し

た
も
の
の
「
早
く
来
て
！
」

と
叫
ん
で
場
所
も
名
前
も
言

わ
ず
に
一
方
的
に
切
っ
て
し

ま
う
方
が
い
ま
す
。

　

１
１
９
番
に
電
話
し
た
時

は
、
消
防
か
ら
の
質
問
に
答

え
る
こ
と
が
最
も
効
率
の
良

い
通
報
に
な
り
ま
す
。
状
況

に
よ
っ
て
応
急
手
当
の
指
導

や
避
難
の
指
示
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
落
ち
着

い
て
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

正
確
な
通
報
の
５
つ
の

ポ
イ
ン
ト

①
「
火
災
」
か
「
救
急
」
の

　

区
別
を
は
っ
き
り
伝
え
る
。

②
住
所
、
氏
名
、
近
く
に
あ

　

防
災
行
政
無
線
は
、
災
害

な
ど
の
緊
急
時
に
戸
別
受
信

機
か
ら
緊
急
放
送
を
流
し
ま

す
。
戸
別
受
信
機
に
内
蔵
し

て
い
る
乾
電
池
が
消
耗
し
て

い
る
と
、
停
電
の
際
に
放
送

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
度
の
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
に
伴
う
停
電
に
よ

11
月
９
日
は

「
１
１
９
番
の
日
」

戸
別
受
信
機
の
乾
電
池

を
交
換
し
て
く
だ
さ
い

消
費
生
活
相
談
室

冬
の
交
通
安
全
運
動

が
は
じ
ま
り
ま
す

生
活

日
時　

11
月
21
日
㈬　

13
時

　

～
15
時

場
所　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
囲

　

炉
裏
（
三
川
緑
町
95
番
地
）

問
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支

　

援
セ
ン
タ
ー

問
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
囲
炉
裏

☎
０
１
２
３—

76—

７
８
２
８

　

町
立
診
療
所
で
は
、
医
師
・

看
護
師
が
町
内
の
施
設
へ
出

向
き
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
行
い

ま
す
。

日
時

▽
三
川
会
館

　
11
月
14
日
㈬
、12
月
12
日
㈬

▽
川
端
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
11
月
13
日
㈫
、12
月
11
日
㈫

　

13
時
～
14
時
30
分

必
要
な
も
の　
健
康
保
険
証

接
種
料
金　
３
、７
８
０
円

▽
中
学
生
以
下
の
町
民

　

１
、０
３
０
円

▽
65
歳
以
上
の
町
民

　

２
、４
８
０
円

※
お
釣
り
が
出
な
い
よ
う
、

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
中
学
生
以
下
は
、
次
の
条

　

犬
の
「
ふ
ん
」
に
つ
い
て

住
民
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
犬
の
散
歩
時
の

「
ふ
ん
」
の
始
末
を
す
る
の

は
飼
い
主
の
当
然
の
マ
ナ
ー

で
す
。
住
宅
地
だ
け
で
な
く

公
園
、
公
道
な
ど
散
歩
を
す

る
場
所
で
の
「
ふ
ん
」
の
始

末
は
、
生
き
物
を
飼
う
者
の

義
務
と
し
て
責
任
を
持
っ
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
放
置
し

て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、

住
民
課
環
境
・
交
通
担
当
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は

▽
散
歩
の
前
に
自
宅
で
済
ま

　

せ
ま
し
ょ
う
。

▽
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や

　

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
、「
ふ

　

ん
」
を
拾
え
る
も
の
を
携

　

帯
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
カ
フ
ェ

「
囲
炉
裏
庵
」

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
出
張
予
防
接
種

犬
の
ふ
ん
の
始
末
は

飼
い
主
の
責
任
で
す

福
祉
・

介
護

　

る
目
標
物
を
正
し
く
伝
え

　

る
。

③
火
災
の
場
合
は
、
何
が
燃

　

え
て
い
る
の
か
、
逃
げ
遅

　

れ
た
人
は
い
な
い
か
を
正

　

確
に
伝
え
る
。

④
救
急
の
場
合
は
、
誰
が
ど

　

う
し
た
か
、
病
気
や
け
が

　

の
状
態
な
ど
を
伝
え
る
。

⑤
現
場
の
状
況
な
ど
を
再
確

　

認
す
る
た
め
、
通
報
先
の

　

電
話
番
号
は
必
ず
伝
え   

　

る
。

携
帯
電
話
か
ら
の

１
１
９
番
通
報

　

町
内
で
携
帯
電
話
に
よ
る

１
１
９
番
通
報
を
し
た
場
合

は
、
近
隣
市
町
の
消
防
に
つ

な
が
っ
て
か
ら
、
由
仁
町
の

消
防
に
転
送
さ
れ
ま
す
。
い

ず
れ
の
場
合
も
、
正
確
な
住

所
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

通
報
後
は
消
防
か
ら
問
い

合
わ
せ
を
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
は
携

帯
電
話
の
電
源
は
切
ら
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

運
転
中
の
通
報
は
大
変
危

険
で
す
の
で
、
安
全
な
場
所

に
停
車
し
て
か
ら
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

緊
急
以
外
の
場
合

　

病
院
の
照
会
な
ど
は
、
一

般
電
話
（
☎
０
１
２
３—

83—

２
３
８
８
）
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

り
、
大
幅
に
消
耗
し
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

各
家
庭
で
乾
電
池
の
交
換
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
電
池
が
切
れ
る
と
、
電
源

　

が
赤
く
点
灯
す
る
ほ
か
、

　

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
乾
電
池

　

を
交
換
す
る
よ
う
音
声
が

　

流
れ
ま
す
。

※
乾
電
池
を
交
換
し
た
ら
、

　

戸
別
受
信
機
の
側
面
に
あ

　

る
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
一
度

　

切
り
、
ま
た
入
れ
な
お
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※
年
に
一
度
は
乾
電
池
を
交

　

換
し
て
く
だ
さ
い
。

問
地
域
活
性
課
地
域
活
性
担

　

当

防
災

電
源
ス
イ
ッ
チ

医
療
・

健
康

　

件
を
満
た
し
た
う
え
で
医

　

師
の
判
断
に
よ
り
接
種
を

　

行
い
ま
す
。

①
過
去
に
町
立
診
療
所
で
接

　

種
し
た
方

②
ほ
か
の
医
療
機
関
で
接
種

　

を
し
た
方
で
、
母
子
手
帳

　

や
接
種
済
証
な
ど
で
接
種

　

し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

　

方
問
町
立
診
療
所

▽
「
安
く
な
る
」
と
勧
誘
さ

　

れ
て
も
、
ほ
か
の
オ
プ  

　

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
セ
ッ

　

ト
契
約
だ
っ
た
場
合
、
今

　

の
料
金
よ
り
高
く
な
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

▽
勧
誘
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
返

　

事
を
せ
ず
、
契
約
内
容
を

　

よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

内
容
が
理
解
で
き
な
い
、

　

必
要
が
な
い
と
思
っ
た
場

　

合
は
、
き
っ
ぱ
り
断
り
ま

　

し
ょ
う
。

▽
困
っ
た
と
き
は
、
南
空
知

　

消
費
生
活
相
談
室
に
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

問
南
空
知
消
費
生
活
相
談
室

☎
０
１
２
３—

72—

３
５
８
１
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11
月
12
日
㈪
か
ら
18
日
㈰

ま
で
は
、
全
国
一
斉
「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強

化
週
間
で
す
。
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

▽
11
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮

　

８
時
30
分
～
19
時

▽
11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

　

10
時
～
17
時

相
談
内
容

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

　

暴
力
、
職
場
に
お
け
る
セ

　

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

　

ン
ト
な
ど
、
女
性
の
人
権

　

に
関
す
る
悩
み
ご
と
や
心

　

配
ご
と

相
談
専
用
電
話　

   

０
５
７
０—

０
７
０—

８
１
０

問
札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

☎
０
１
２
６—

22—

０
６
１
９

　

10
月
１
日
に
、
岩
崎
俊
博

さ
ん
（
岩
内
）、
山
宮
輝
美

さ
ん
（
三
川
泉
町
）、
大
居

寛
さ
ん
（
本
町
）
が
人
権
擁

護
委
員
に
任
命
さ
れ
、
10
月

18
日
に
札
幌
法
務
局
岩
見
沢

支
局
長
か
ら
委
嘱
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
３
年
間
で
、
国
民

の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、

自
由
人
権
思
想
の
普
及
向
上

を
図
る
活
動
を
し
て
い
る
民

間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
虐

待
や
い
じ
め
、
セ
ク
ハ
ラ
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
秘
密
が
厳
守
さ

れ
、
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
岩
崎
さ
ん

☎
０
１
２
３—

83—

３
３
６
１

▽
山
宮
さ
ん

☎
０
１
２
３—

87—

３
２
７
１

▽
大
居
さ
ん

職
務
内
容

　

確
定
申
告
等
に
係
る
業
務

給
与
等　
時
給
８
６
０
円

　
（
社
会
保
険
・
雇
用
保
険

　

適
用
、
規
定
に
よ
り
通
勤

　

費
支
払
い
可
能
）

採
用
予
定
人
数　

１
人

要
件　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

　

の
知
識
が
あ
る
方

雇
用
期
間　

平
成
31
年
１
月

　

７
日
㈪
～
３
月
29
日
㈮

休
日　
土
・
日
曜
日
・
祝
日

勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
17

　

時
（
７
時
間
45
分
勤
務
、

　

休
憩
45
分
）

申
込
方
法　

11
月
30
日
㈮
ま

　

で
に
履
歴
書
を
直
接
、
住

　

民
課
税
務
担
当
宛
に
提
出

※
後
日
面
接
の
日
程
を
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
。

施
設
名　
由
仁
町
三
川
会
館

所
在
地

　

三
川
泉
町
２
１
０
番
地

指
定
管
理
期
間　

　

平
成
31
年
４
月
１
日
～

　

平
成
33
年
３
月
31
日

　
（
２
年
間
）

募
集
要
項
の
閲
覧
期
間
・
場
所

　

11
月
１
日
㈭
～
11
月
30
日

　

㈮

　

保
健
福
祉
課
（
健
康
元
気

　

づ
く
り
館
内
）

申
請
資
格

　

募
集
要
項
に
定
め
る
要
件

　

を
満
た
し
、
町
内
に
事
務

　

所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す

　

る
法
人
お
よ
び
団
体
。

提
出
物　

募
集
要
項
に
定
め

受
講
資
格　

技
能
検
定
試
験

　

の
１
級
お
よ
び
単
一
等
級

　

の
合
格
者

受
付
期
間　

12
月
３
日
㈪
～

　

12
月
14
日
㈮

実
施
地
お
よ
び
実
施
期
間

▽
岩
見
沢　

平
成
31
年
１
月

　

29
日
㈫
～
２
月
６
日
㈬

▽
札
幌　

平
成
31
年
１
月
17

　

日
㈭
～
１
月
25
日
㈮

▽
旭
川　

平
成
31
年
１
月
21

　

日
㈪
～
１
月
29
日
㈫

▽
帯
広　

平
成
31
年
１
月
23

　

日
㈬
～
１
月
31
日
㈭

料
金　
１
４
、０
４
０
円
（
税

　

込
み
）

※
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
問
題
集

　

な
ど
、
別
途
経
費
が
か
か

　

り
ま
す
。

定
員　

全
道
で
約
１
０
０
人

　

を
予
定
（
希
望
者
が
多
い

　

場
合
は
訓
練
業
務
に
つ
く

　

人
を
優
先
し
ま
す
）

問
空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

問
住
民
課
税
務
担
当

臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す

三
川
会
館
の
指
定
管

理
者
を
募
集
し
ま
す

職
業
訓
練
指
導
員

講
習
の
募
集

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
強
化
週
間

人
権
擁
護
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の

労
務
管
理
・
企
業
経
営
の
専

門
家
が
、
無
料
で
雇
用
管
理

改
善
や
就
業
規
則
の
見
直
し

な
ど
の
技
術
的
な
助
言
、
提

案
を
行
い
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
北
海
道
労

働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
働
き

方
改
革
」
バ
ナ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
北
海
道
働
き
方
改
革
推
進

支
援
・
賃
金
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０—

９
１
９—

１
０
７
３

日
時　
11
月
16
日
㈮

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

札
幌
法
務
局
岩
見
沢

　

支
局
２
階
会
議
室
（
岩
見

　

沢
市
有
明
町
南
１
番
地
12
）

演
題

▽
司
法
書
士
に
よ
る
「
相
続
」

　
（
13
時
30
分
か
ら
50
分
程
度
）

▽
公
証
人
に
よ
る
「
遺
言
」

　
（
14
時
30
分
か
ら
50
分
程
度
）

申
込
方
法　

予
約
が
必
要
で

　

す
。
左
記
の
連
絡
先
に
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
「
相
続
」
ま
た
は
「
遺
言
」

　

の
み
の
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参

　

加
も
で
き
ま
す
。

問
札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

☎
０
１
２
６—

22—

０
６
１
９

☎
０
１
２
３—

76—

９
０
０
３

　

滝
川
市
流
通
団
地
３
丁
目

　

６
番
23
号
（
ス
キ
ル
ア
ッ

　

プ
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
１
２
５—

24—

１
８
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
２
５—

23—    

５
２
６
１

　

相
続
登
記
が
放
置
さ
れ
る

と
、
所
有
者
の
把
握
が
困
難

に
な
り
、
公
共
事
業
が
進
ま

な
い
な
ど
の
問
題
が
生
じ
ま

す
。
法
務
局
で
は
、
こ
う
し

た
状
況
を
改
善
す
べ
く
、
相

続
登
記
の
必
要
性
や
重
要
性

を
説
明
す
る
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

北
海
道
働
き
方
改
革
推

進
支
援
・
賃
金
相
談
セ

ン
タ
ー
を
開
設

司
法
書
士
に
よ
る
相
続

お
よ
び
公
証
人
に
よ
る

遺
言
の
セ
ミ
ナ
ー

そ
の
他

募
集

　

る
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。
募
集
要
項
は
保
健

　

福
祉
課
で
配
布
す
る
ほ   

　

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

応
募
締
切　
11
月
30
日
㈮

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
福
祉
・
児
童

　

担
当

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
や
地

震
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
備

え
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
の
全
国

一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
す
。

日
時　
11
月
21
日
㈬　

11
時

内
容　

町
内
に
設
置
し
て
い

　

る
防
災
行
政
無
線
の
屋
外

　

ス
ピ
ー
カ
ー
と
各
家
庭
の

　

戸
別
受
信
機
か
ら
一
斉
に

　

最
大
音
量
で
放
送
が
流
れ

　

ま
す
。

放
送
内
容　
「
こ
れ
は
、
Ｊ                

　

ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で                    

　

す
」
と
３
回
繰
り
返
し
た

　

後
、「
こ
ち
ら
は
防
災
由

　

仁
で
す
」
と
放
送
さ
れ
、

　

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
ま
す
。

問
総
務
課
庶
務
・
財
政
担
当

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国

一
斉
情
報
伝
達
訓
練

- Information-暮らしの 情 報

▽左から岩崎さん、山宮さん、大居さん
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糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
に
つ
い
て

　

食
生
活
の
変
化
や
運
動
不
足
、

ス
ト
レ
ス
の
増
加
に
よ
っ
て
糖
尿

病
が
増
え
、
現
在
、
日
本
人
の
11

人
に
１
人
が
糖
尿
病
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
初
期
に
は
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
放
置

す
る
と
失
明
や
人
工
透
析
へ
至
っ

て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　

糖
尿
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
方
法

や
最
新
の
治
療
に
つ
い
て
、
由
仁

町
出
身
の
糖
尿
病
専
門
医
が
わ
か

り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日
㈯　

16
時
～
17

　

時
30
分

場
所　
健
康
元
気
づ
く
り
館　

講
師　

桑
園
糖
尿
病
内
科
ク
リ    

今
、
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
！

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、

今
後
ま
す
ま
す
増
大
す
る
社
会
保

障
費
が
問
題
と
な
っ
て
ま
す
。

　

国
は
社
会
保
障
費
を
抑
制
す
る

た
め
、
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
に
重
点
を
お
き
、「
健
康
づ
く
り

や
医
療
費
の
抑
制
に
努
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
市
町
村
へ
は
ご
褒

美
を
」
と
い
う
成
果
主
義
を
強
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
市
町
村
へ
の
ご
褒
美
は
、

み
な
さ
ん
に
還
元
さ
れ
負
担
軽
減

に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
よ
り
成
果

元
気
な
う
ち
か
ら
考
え
る
。

大
事
な
最
期
の
こ
と

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
ど

こ
で
、
ど
の
よ
う
に
療
養
す
る
か

考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
ど

ん
な
医
療
や
介
護
を
受
け
た
い
か
、

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
、
ど

ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
の

か
、
元
気
な
う
ち
か
ら
知
っ
て
お

く
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
在
宅
医
療
・
介
護
の
現
場
ス

タ
ッ
フ
と
一
緒
に
在
宅
療
養
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
12
日
㈪　
18
時
～
20
時

場
所　
健
康
元
気
づ
く
り
館

テ
ー
マ
と
内
容　

由
仁
町
の
在
宅

　

医
療
・
療
養
の
こ
れ
か
ら

⑴
町
立
診
療
所
の
島
田
啓
志
医
師

　

に
よ
る
講
演

　

ニ
ッ
ク
院
長　

柳
澤
克
之
氏

料
金　
無
料

問
保
健
福
祉
課
保
健
予
防
担
当

⑵
事
例
報
告
（
町
立
診
療
所
、
長

　

沼
地
域
由
仁
訪
問
看
護
ス
テ
ー

　

シ
ョ
ン
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
ほ
か
）

料
金　
無
料

問
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

　

ン
タ
ー

を
上
げ
る
た
め
に
は
一
人
ひ
と
り

の
健
康
意
識
と
取
り
組
み
が
も
っ

と
も
大
事
で
す
。「
塵
も
積
も
れ
ば

山
と
な
る
」、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
の
取

り
組
み
を
山
に
し
て
由
仁
町
と
し

て
の
成
果
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

▼
町
の
取
り
組
み

▽
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
を
図

　

り
ま
す
（
デ
ー
タ
受
領
事
業
、     

　

Ｋ
Ｃ
Ｍ
事
業
）。

▽
メ
タ
ボ
の
改
善
に
取
り
組
み
ま

　

す
。

▽
糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
の
取
り

　

組
み
を
強
化
し
ま
す
。

▽
働
き
盛
り
の
脳
卒
中
０
を
目
指

　

し
、
要
介
護
へ
の
移
行
を
防
ぎ

　

ま
す
。

▼
み
な
さ
ん
へ
の
期
待

▽
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
年
に
１

　

回
は
特
定
健
診
・
基
本
健
診
、    

　

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
治
療
が
必
要
な
方
は
病
院
を
受

　

診
し
、
治
療
は
中
断
し
な
い
で

　

続
け
ま
し
ょ
う
。

▽
運
動
や
食
事
の
取
り
組
み
で
適

　

正
な
体
重
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

健
康
づ
く
り
の

現
状
と
課
題

在
宅
療
養
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
由
仁

保健福祉課
☎ 0123-83-4750

FAX  0123-83-3813

げんき

由仁町の健康づくりの現状と課題について表にまとめました。

9 年で受診率が 1. 5 倍
に伸びました。

国と比較して予備群・
該当者が多いです。

医 療 費 は 少 し ず つ 下
がってますが、国と比
べるとまだ高いです。

国並みに上昇を続けて
います。

特定健診
受 診 率

介 　 護
認 定 率

メタボリック
シンドローム

予備群・該当者

一人あたりの
医療費

（1 か月分）

健診

健診

医療

介護

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

35,000 円

30,000 円

25,000 円

20,000 円

由仁町

国

20年度
10％

20％

30％

40％

50％

60％

70％

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

平成 20 年度  44. 4％

平成 29 年度  66. 7％

由仁町

国

28 年度以降の数値は出ていません

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
10％

20％

30％

40％

50％

60％

由仁町

由仁町

国

国

男性

女性
28 年度以降の数値は出ていません

24年度22年度20年度18年度16年度14年度12年度 26年度 28年度 29年度

由仁町

国

10％

12％

14％

16％

18％

20％

22％

8％

※データ元：ＫＤＢ、厚生労働省
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▼
一
般
書

『
マ
ン
ガ
で
わ
か
る
９
割
の
人
が
気

が
つ
か
な
い
保
険
の
ヒ
ミ
ツ
』

保
険
ソ
ク
ラ
テ
ス
編
集
部

『
知
っ
得
！
納
得
！
み
ん
な
の
終

活
』　

北
海
道
新
聞
社

『
超
節
約
ボ
リ
ュ
ー
ム
お
か
ず

６
０
０
』　

主
婦
の
友
社

『
仏
教
が
わ
か
る
お
経
入
門
』　　

洋
泉
社

『
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
あ
の
会
社

の
真
実
』
日
本
経
済
新
聞
出
版
社

『
会
社
四
季
業
界
地
図　

２
０
１
９

年
版
』　

東
洋
経
済
新
報
社

『
ペ
ッ
ト
を
安
ら
か
に
送
る
終
活
の

す
べ
て
』　

主
婦
の
友
社

『
広
重
決
定
版
』　

平
凡
社

『
経
営
者
の
た
め
の
商
工
会
・
商
工

会
議
所
１
５
０
％
ト
コ
ト
ン
活
用

術
』　

大
田
一
喜

『
民
藝
の
あ
る
暮
ら
し
』　

宝
島
社

『
る
る
ぶ
東
京
ベ
ス
ト
１
０
０
』　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

『
世
界
で
い
ち
ば
ん
素
敵
な
鉱
物
の

教
室
』　

三
才
ブ
ッ
ク
ス

『
奇
跡
の
本
屋
を
つ
く
り
た
い
』　

久
住
邦
晴

▼
小
説
・
エ
ッ
セ
イ

『
火
花
散
る
』　

あ
さ
の
あ
つ
こ

『
火
の
な
い
と
こ
ろ
に
煙
は
』　　

芦
沢
央

『
送
り
火
』　

高
橋
弘
希

『
焦
土
の
刑
事
』　

堂
場
瞬
一

『
襲
来　

上
・
下
』　

帚
木
蓬
生

『
ふ
た
り
ぐ
ら
し
』　

桜
木
紫
乃

『
歪
ん
だ
波
紋
』　

塩
田
武
士

『
凍
て
つ
く
太
陽
』　

葉
真
中
顕

『
ボ
ー
ダ
レ
ス
』　

誉
田
哲
也

『
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
』　

湊
か
な
え

『
嘘
ば
っ
か
り
』

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ア
ー
チ
ャ
ー

※
掲
載
し
た
本
は
一
部
で
す
。
く
わ

　

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
刊
リ
ス
ト

古
本
市

☎ 0123-83-3803
FAX  0123-83-3056

休 館日  ㈪・㈷

ゆめっく館

▼
わ
く
わ
く
た
ま
ご
ぐ
み

▽
12
月
５
日
㈬　

10
時
～
11
時

　

リ
ズ
ム
あ
そ
び

▽
12
月
19
日
㈬　

10
時
～
11
時

　

年
賀
状
づ
く
り

▼
わ
く
わ
く
ひ
よ
こ
ぐ
み

▽
12
月
12
日
㈬　
10
時
～
11
時
30
分

　

ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会

▽
12
月
26
日
㈬　
10
時
～
11
時
30
分

　

お
正
月
飾
り
づ
く
り

場
所　
由
仁
保
育
園

料
金　

１
５
０
円
（
毎
回
受
付
時

　

徴
収
）

申
込
期
限　
11
月
26
日
㈪

※
た
ま
ご
ぐ
み
は
１
歳
、
ひ
よ
こ

　

ぐ
み
は
２
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

　

の
子
供
と
そ
の
保
護
者
が
参
加

　

で
き
ま
す
。

▼
こ
ど
も
映
画
会

※
11
月
17
日
㈯
の
こ
ど
も
映
画
会

　

は
お
休
み
で
す
。

▼
お
は
な
し
会

▽
11
月
10
日
㈯　

14
時
～

　

ゆ
め
っ
く
館

▽
11
月
24
日
㈯　

14
時
～

　

ゆ
め
っ
く
館
・
三
川
会
館

▽
11
月
27
日
㈫　

16
時
～

　

三
川
会
館

※
お
は
な
し
会
で
は
絵
本
を
読
ん

　

だ
後
に
、
楽
し
い
工
作
や
ゲ
ー

　

ム
を
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
４
日
㈰　

10
時
～

　

11
月
30
日
㈮

　

利
用
者
か
ら
の
寄
贈
本
、
ゆ
め
っ

く
館
で
役
目
を
終
え
た
本
や
雑
誌

を
無
料
で
お
分
け
し
ま
す
。
掘
り

出
し
物
を
見
つ
け
に
、
ど
う
ぞ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

12
月
の
わ
く
わ
く

た
ま
ご
・
ひ
よ
こ
ぐ
み

こ
ど
も
映
画
会
・

お
は
な
し
会

☎ 0123-83-2173
FAX  0123-76-7003

子育て支援
センター

「水道使用水量のお知らせ」
裏面印刷誤りのお詫び

　９月に水道の検針を行い各家庭に
配布された「水道使用水量のお知ら
せ」について、裏面の農業集落排水
使用料の料金体系の説明が旧料金の
内容となっていました。ご迷惑をお
かけしたことをお詫びいたします。
10 月に配布したお知らせは正しく
印刷されていますので、ご確認くだ
さい。
問建設水道課上下水道担当
☎ 0123-83-2115

国民健康保険加入の方へ
「健診案内はがきの訂正について」

　由仁町国民健康保険では、10 月上旬に今年
度の健診がお済みでない方に健診案内のはがき
を郵送しましたが、健診実施期間に誤りがあり
ました。お詫びして、訂正いたします。

【誤】今年度の健診実施は平成 30 年 3 月 31 日
まで

【正】今年度の健診実施は平成 31 年 3 月 31 日
まで
問住民課戸籍・国保担当　　☎ 0123-83-3903
問保健福祉課保健予防担当　☎ 0123-83-4750

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国で指定する検査項目のほかに、 

心電図・腎機能検査・眼底検査（40 

歳以上集団健診のみ）を追加しています。 

 

 

※すでに申込済の方はご容赦ください。 

 

  

 

 

検査費用 約 10,000 円 

－）助 成 金 約  8,500 円 

自己負担金    1,500 円 
※20～39 歳の基本健診の自己負担は 1,000 円。

40 歳は無料（Ｓ53.4.1～Ｓ54.3.31 生まれ） 

正しくは 

平成 31 年 3 月 31 日まで 

今年度の健診実施は平成 30 年 3 月 31 日まで 

特定健診・基本健診には、由仁町国保から 

約 8,500 円の助成があります！ 
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今
年
の
天
気
は
春
に
暖
か

か
っ
た
り
、
夏
に
寒
か
っ
た

り
と
作
物
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
年
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
新
聞
を
見
る
と
水
稲
作

況
が
９
年
ぶ
り
の
「
不
良
」

と
な
っ
た
と
の
こ
と
。
町
内

を
取
材
で
周
る
と
、
雨
の
影

響
な
の
か
稲
刈
り
が
終
わ
っ

て
い
な
い
田
ん
ぼ
も
あ
り
ま

し
た
。
由
仁
町
の
主
産
物
は

お
米
な
の
で
心
配
な
状
況
で

す
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

町
内
外
に
情
報
を
伝
え
る
仕

事
で
す
。
由
仁
町
の
農
産
物

は
「
美
味
し
い
よ
」
と
色
々

な
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
努

力
を
こ
れ
か
ら
も
重
ね
ま

す
。

（
地
域
活
性
課
地
域
活
性
担

当　

今
村
）

日
時　
12
月
22
日
㈯　

18
時

場
所　
文
化
交
流
館

料
金

▽
高
校
生
以
上　

　

１
、５
０
０
円

▽
小
中
学
生　

５
０
０
円

▽
未
就
学
児　

無
料

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　
　
　

　

文
化
交
流
館
、
文
具
の
て

　

る
、
小
寺
書
店
、
由
仁
町

　

商
工
会
、
ゆ
め
っ
く
館
、

　

デ
ン
キ
の
加
藤
、
平
尾
商

　

店
問
由
仁
町
文
化
交
流
館
事
業

　

実
行
委
員
会

▽
平
日

☎
０
９
０—

３
３
９
５—

４
９
９
７
（
伊
部
）

▽
土
・
日
曜
日
・
祝
日

☎
０
８
０—

３
２
３
５—

３
５
５
７
（
澤
田
）

昭
和
の
う
た

　
　
　
コ
ン
サ
ー
ト

テ
ー
マ
①　

レ
ッ
ツ
フ
ォ
ー

　

ク
ダ
ン
ス

日
時　

11
月
15
日
㈭　

19
時

　

～
20
時
50
分

場
所　
健
康
元
気
づ
く
り
館

持
ち
物　
動
き
や
す
い
靴

　
（
ス
ニ
ー
カ
ー
）

講
師　

長
沼
町
フ
ォ
ー
ク
ダ

　

ン
ス
サ
ー
ク
ル

料
金　
５
０
０
円

申
込
期
限　
11
月
13
日
㈫

テ
ー
マ
②　

大
人
も
ク
リ
ス

　

マ
ス
の
リ
ー
ス
作
り
を
楽

　

し
み
ま
し
ょ
う

日
時　

12
月
４
日
㈫　

19
時

　

～
20
時
50
分

場
所　
健
康
元
気
づ
く
り
館

由
仁
町
女
性
セ
ミ
ナ
ー

「
フ
ィ
ー
カ
」

編集 の
ひとりごと

まちかど伝言広場
町内で活動している
団体などの伝言板です

広  告氏名 年齢 月日   住所（自治区）
大橋　教弘 100 ９/16   北栄（由仁１区）
大塚アイ子 92 ９/19   中央（由仁北６区）
吉川　治郎 85 ９/22   本町（由仁２区）
南　美惠子 90 10/ ３   岩内（同左）
渡部　正美 88 10/ ４   東三川（同左）
田中チエ子 83 10/11   三川泉町（三川泉町北）

人口　5,185人（前月比－13人・前年比－114人）
男性　2,467人　　女性　2,718人
世帯　2,427世帯（前月比±0世帯）
※平成30年10月1日現在（住民基本台帳人口）

人の 動き

（10月15日までの届出分）

氏名 月日 保護者    住所（自治区）

佐々木ひなた ９/28 友也    新光（下古山）

梅田　稔
み の り

梨 10/ ２ 健吾    岩内（同左）

櫻庭　直
なお

10/ ５ 輝    東栄（由仁７区）

おくや み

赤ちゃん

食
Ｐ
Ｒ
Ｏ
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

農
、
食
、
地
域
を
取
り
巻

く
課
題
を
解
決
す
る
方
法
の

１
つ
と
し
て
、
食
の
付
加
価

値
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
材
や
、
強
固
な
経

営
力
を
構
築
す
る
こ
と
が
で

食
の
６
次
産
業
化

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

レ
ベ
ル
１
研
修

き
る
人
材
の
育
成
が
急
務
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
農
産
物
を
利
活
用

し
た
加
工
品
の
開
発
や
消
費

者
へ
の
販
売
、
カ
フ
ェ
、
レ

ス
ト
ラ
ン
の
展
開
な
ど
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
に
、
食
Ｐ
Ｒ
Ｏ
レ

ベ
ル
１
研
修
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　

12
月
19
日
㈬　

９
時

　

～
19
時
30
分
（
予
定
）

場
所　
ユ
ン
ニ
の
湯

料
金　
１
０
、０
０
０
円

　
（
消
費
税
、
審
査
手
数
料
、

　

テ
キ
ス
ト
代
、
昼
食
込
み
）

定
員　
30
人

申
込
期
限　
12
月
３
日
㈪

問
ゆ
に
ガ
ー
デ
ン　

大
和

☎
０
１
２
３—
82—

２
０
０
１

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン

講
師　
高
畑
留
美
子
さ
ん

料
金　
２
、０
０
０
円

申
込
期
限　
11
月
22
日
㈭

定
員　
各
20
人

対
象　

町
内
在
住
・
在
職
で

　

20
歳
以
上
の
女
性

そ
の
他　

託
児
も
可
能
で    

　

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　

申
し
込
み
の
際
に
申
し
出

　

て
く
だ
さ
い
。

問
教
育
課
社
会
教
育
担
当

☎
０
１
２
３—
83—
３
９
０
４

広報ゆにがスマートフォンで読めます！

簡単な設定だけで、好きな自治

体の広報誌がサクサク読めます。

広報の最新号が配信されると、

プッシュ通知が届きます。

アプリは無料で利用できます。

通信料は利用者の負担です

手軽さ

通  知

無  料

ＱＲコードから
インストール！

● ●23 22広報ゆに 広報ゆに



  わくわくたまご組
  （広報10月号）

  わくわくひよこ組
  （広報10月号）

  わくわくひよこ組
  （広報10月号）

26

12

29

2

9

15

22

16

23

17

19

30

・・・ 暮らしの情報（12~17P）

・・・ 子育て支援センター（20P）

・・・ げんき（18~19P）

・・・ まちかど伝言広場（22~23P）
・・・ ゆめっく館（20~21P）

14

21

28

4 5 6 87

20

27

3

10

18

木 金 土日 月 火 水

11 10
12Calendar

らしのカレンダー暮広
報
ゆ
に
11
月
号

平
成
30
年
11
月
１
日
発
行（
通
巻
７
２
７
号
）

発 行／由仁町　〒069-1292  北海道夕張郡由仁町新光200番地　☎ 0123-83-2111（代表）   FAX 0123-83-3020 　　編 集／地域活性課地域活性担当
　　　 ホームページ　http：//www.town.yuni.lg.jp　　Eメール　chiiki@town.yuni.lg.jp　　　　　　　　　　 　印 刷／有限会社ＹＫ印刷

・固定資産税第４期
・国民健康保険税第 5 期
・介護保険料第 5 期
・後期高齢者医療保険料第 5 期
➡問い合わせは住民課税務担当まで

町税
納期限 11/30㈮

  子育てサロン
  ぞうさん広場
  「読み聞かせ」
  由仁保育園
  10：00-12：00

  子育てサロン
  ぞうさん広場
  「散歩の日」
  由仁保育園
  10：00-12：00

24

25

  手話サークルつぼみ
  げんき館
  10：00-11：30

  手話サークルつぼみ
  げんき館
  10：00-11：30

  手話サークルつぼみ
  げんき館
  10：00-11：30

  手話サークルつぼみ
  げんき館
  10：00-11：30

  女性セミナー
  フィーカ
  （フォークダンス）

  女性セミナー
  フィーカ
  （リース作り）

  健康づくり講演会  在宅療養推進
  フォーラム

  ふまねっと健康
  づくり教室
  川端消防会館
  13：00-

  ふまねっと健康
  づくり教室
  川端消防会館
  10：00-

  レディース
  ひまわり健診

  おはなし会

  おはなし会

  ふまねっと健康
  づくり教室
  げんき館  10：00-
  あかり館  13：30-

  ふまねっと健康
  づくり教室
  げんき館  10：00-
  あかり館  13：30-

  認知症カフェ
  「囲炉裏庵」

  年末調整等
  説明会

  障がい者理解
  促進講演会

  すくすくサロン
  げんき館
  10：00-11：30
  乳幼児健診
  げんき館
  13：00-14：30受付

  わくわくたまご組

  行政相談
  げんき館
  13：00-15：00

  行政相談
  げんき館
  13：00-15：00

13

月

水

金

  健康・栄養相談室
  げんき館  10：00-12：00

  げんき塾
  げんき館  10：30-11：30

  げんき塾
  三川会館  10：30-11：30
  ※11月23日㈮はありません

毎週の
行事

11/11

12/1

11

  芸能音楽発表会
  （広報10月号）

　乳幼児健診は生後 4 か月から始まります。赤ちゃん訪問
の際に日程や時間をお知らせします。
日時　毎月第 1 月曜日　13 時 ～ 14 時 30 分
問保健福祉課保健予防担当　☎ 0123-83-4750

乳幼児健診は毎月 1 回実施しています

  レディース
  ひまわり健診


